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二
〇
一
〇
年
三
月
三
日
か
ら
五
日
の
三

日
間
、
玉
川
大
学
大
学
五
号
館
二
階
二
四

九
室
に
お
い
て
、
玉
川
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
主
催
で
、玉
川-

カ
ル
テ
ッ
ク（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
）
ジ
ョ
イ
ン
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
は
、
玉
川
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
社
会
に
生
き
る
心

の
創
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
の
一
つ
で
、

玉
川
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学

の
大
学
院
生
と
若
手
研
究
者
が
世
界
最
先

端
の
研
究
を
知
り
、
討
論
を
通
し
て
交
流

を
深
め
、
国
際
的
視
野
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
は
、
玉
川
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始

ま
る
前
の
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
毎
年
玉
川

大
学
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
交
互

に
場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
玉
川
大
学
脳
科
学
研
究
所
の

鮫
島
和
行
准
教
授
と
ダ
ブ
リ
ン
・
ト
リ
ニ

テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
のJohn O

, D
oherty

教
授
に
よ
る
企
画
で
、「
意
思
決
定
」
を

テ
ー
マ
に
、
こ
の
研
究
分
野
で
世
界
の
先

頭
を
走
る
五
カ
国
九
人
の
研
究
者
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
だ
け
で
な
く
、

玉
川
大
学
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学

の
大
学
院
生
・
若
手
研
究
者
を
中
心
に
三

八
題
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
あ
り
、
両
校
の

教
官
、
講
演
者
も
交
え
て
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。＊　

＊　

＊

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
意
思
決
定
」

の
研
究
で
は
複
数
の
選
択
肢
が
あ
る
と
き

に
私
た
ち
の
脳
が
ど
の
よ
う
な
計
算
を
行

い
、
決
定
を
下
す
か
と
い
う
こ
と
を
解
明

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
夕
食
は
、
イ
タ
リ

ア
料
理
に
し
よ
う
か
、
寿
司
に
し
よ
う
か
、

私
た
ち
は
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

ち
ら
に
す
る
か
決
め
る
の
も
脳
の
働
き
で

す
。
な
ん
と
な
く
、
寿
司
が
食
べ
た
い
な
、

と
思
っ
て
決
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

今
日
の
お
昼
に
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
食
べ
た

か
ら
、
夜
は
イ
タ
リ
ア
ン
は
や
め
て
お
こ

う
、
と
考
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
脳
に
は
、
い
ろ
ん
な
記
憶
を
動

員
し
な
が
ら
意
識
的
に
そ
の
価
値
を
判
断

し
た
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
自
動
的
に
価

値
を
計
算
し
た
り
す
る
部
分
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
計
算
の
総
合
的
な
結
果
に
よ
っ
て

私
た
ち
は
「
意
思
決
定
」
し
て
い
る
と
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

脳
科
学
研
究
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も

注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
で
、
今
や
経
済
的

判
断
、
倫
理
的
判
断
、
さ
ら
に
は
政
治
的

判
断
ま
で
、
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
歴
史
上
、
今
ま
で

人
間
が
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
最
先
端
の

ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
三
日
間
に
わ
た
り

夜
遅
く
ま
で
み
ん
な
で
議
論
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今年で4回目を迎えるカリフォルニア工科大学とのジョイントレクチャーコース

ポスター発表について討論を行う参加者たち。今回は5カ国9人の
研究者による講演も行われた

http://gcoe.tamagawa.ac.jp/
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